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研究成果の概要（和文）：　本研究では、国語教育の教科内容である言語行為を行うための方略についての記述方法を
開発・検討した。本研究が採用したのはパターンランゲージという方法である。この方法の特徴は次の２点である。 
１）方略を実施する目的や環境・情報を含めて記述することができる。２）記述された方略は抽象度が高く、また批判
的に読む余地があるため、絶対的な正解とはならない。　
　本研究では、これらの特徴を実現する記述方法を検討するために、実際に記述を行い、完成したパターンランゲージ
を用いて教育実践を行うことで効果を検証した。その結果、パターンランゲージを用いることで言語行為についての省
察を促すことができることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　In this Study, we have developed and researched how to write about strategies 
for the language act.　What we adopted is a method of Pattern Languages.　The feature of this method is 
the following two points.　1) Both the purpose and context of strategies can be described. 2) Strategies 
described by this method are not the only correct approach because they have a high level of abstraction 
and can be read critically.
　We made some Pattern Languages in order to examine how to describe strategies. In addition, We tested 
Pattern Languages in educational practice. As a result, We established that we were able to encourage the 
learners to reflect on the act by Pattern Languages.

研究分野： 国語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 国語教育の教育内容の一部を構成する「課
題解決方略」については、これまでにも様々
にそれを記述する試みが行われてきた。 
 しかし、「言語技術」や「能力表」などの
既存の記述方法は以下の問題点を抱えてい
る。 
 
(1) 「言語技術」は概念の規定が曖昧なまま

であり、その記述方法が定式化されてい
ない。 

(2) 「能力表」は系統化には資するものの、
記述内容が細分化され膨大になりやすく、
実際に授業を構想する際には参考にしに
くい。 

(3) 「言語技術」「能力表」ともに要素主義に
陥りやすく、学習者が能動的に用いる方
略になりにくい。 

 
 課題解決方略の記述方法については、国語
教育研究における定式化がいまだ見られず、
また、その定式化の方法を対象とした研究も
ほとんど行われていない。数少ない研究とし
ては、藤原顕[1989]がある。 
本研究は、以上の状況認識のもとに、「課

題解決方略」の記述方法の検討と、その活用
について試行するものである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、次の 2 点である。 
 
(1) 課題解決方略の記述方法について検討
し、有効な記述方法を理論的に明らかにす
る。 

 
(2) 記述した課題解決方略について、その活
用方法を検討・試行し、有効性について明
らかにする。 

 
３．研究の方法 
本研究では、課題解決方略の記述方法につ

いて、以下のように検討を行った。 
 
(1) 記述方法についての理論的考察 
 
(2) 課題解決方略の記述の試行 
 
(3) 記述した課題解決方略を活用した実践と

その考察 
 
 本研究では課題解決方略の記述方法とし
て、「パターンランゲージ」という手法に着
目し、上記の方法での検討を行った。 
パターンランゲージとは、元は建築家のク

リストファ・アレグザンダーによって考案さ
れ、建築における課題解決方略を、建築家と
利用者との間で共有するために用いられた
ものであった。 

その後、パターンランゲージはソフトウェ
ア開発の場において、暗黙知や経験知を共有
するための共通言語として用いられ、現在は
「学習パターン」「プレゼンテーションパタ
ーン」など、人間行動における課題解決方略
を共有するための言語としても活用されて
いる。 
本研究は、このパターンランゲージを国語

教育の課題解決方略の記述方法として理論
的に位置づけ、その実際について検証するも
のである。 
 
４．研究成果 
 
 ここでは、本研究の成果について、先に述
べた方法に即して述べる。 
 
(1)記述方法についての理論的考察 
 
 本研究では、国語教育における教科内容に
ついて、〈出来事〉概念を導入して検討した。 
 国語教育における教科内容の一部を構成
する「課題解決方略」は、記述に際して、要
素主義的な記述に陥りやすい。言い換えれば、
その方略を用いること自体が自己目的化し、
何のためにその方略を用いるのかがなおざ
りにされやすい記述になっているのである。
このことは、住田勝[2013]において、「学習
者論の不在」(p.222)として指摘され、岩川
直樹[2005]において、「目に見えやすい部分
的要素にすぎないスキルの習得が、教育の目
標そのものであるかのように扱われる」
(p.226)として批判されている。 
 〈出来事〉概念の導入は、この課題を解決
するために行ったものである。岩川直樹
[2005]は、学習者が身につける力について、 
 
  ①具体的文脈における行為に表れる、②
自分のものになるプロセスをもつ、③他者
との関係や場のなかで成立する、④固有の
経緯や物語を持つ、⑤他者のエンパワーと
場へのインパクトにつながる（p.239) 

 
ものである必要を指摘している。また、岩川
直樹[2008]においては、同様の趣旨から、「教
育実践の「目的」は具体的な関係のなかで成
立する子どもの姿や行為や出来事、一言で言
えば、新たな〈関係的出来事〉の具現にこそ
求められる」(p.10)と述べている。 
 この岩川の指摘や、松友一雄[2013]におけ
る「自分なりの判断に基づいて「言語パフォ
ーマンス」を生起させることができる」
(p.36)こと目標とすべきとする指摘や、行為
の生起における環境情報の機能を検討する
アフォーダンス理論等を理論的な背景とし
て、本研究では国語教育における課題解決方
略を〈出来事〉のパッケージとして記述する
ことが有効であると考察した。 
 そこでは、以下の記述モデルを導入した。 
 



① 環境との相互作用の中で
スにアフォードされて
を

② 起こす〈出来事〉をいつ、どのように、
何のために起こすのかを記述できること

③ スタティックなものではなく、状況に合
わせて記述を変更できる柔軟性を持つこ
と

④ マクロな〈出来事〉からミクロな〈出来
事〉までを記述できること

 
 この記述モデルに即する
取り上げたのがパターンランゲージである。
パターンランゲージによって表現される

のは､
として評価される〈出来事〉の群である｡
れらは､
持つことで､
持つことになる｡
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⑤ 国語科授業デザインパターン 

 教員養成課程の学生や教員を対象に、
国語科の授業をデザインする際に用いる
方略を表現するためのパターンランゲー
ジとして作成した。 

 
これらの記述を行う過程では、パターンラ

ンゲージの記述方法の定式についても検討
を行った。当初の定式では、［問題］を［解
決］する構造を表現していたが、先にみた通
り、〈出来事〉を起こすことを表現する記述
モデルに変更した結果、［問題］を含めた環
境・状況をもとに、［解決］を行う構造へと
改めた。 
また、②の小学生用のパターンランゲージに
おいては、上述の〈出来事〉の記述モデルで
あることはそのままに、一部に会話形式の表
現方法を用い、環境・状況についての分析を
もとに課題解決方略を選び取る形式を表現
した。 
 

図３ 話し合いのための言葉コレクション
【わかってるよのサイン】 

 
(3) 記述した課題解決方略を活用した実践 

とその考察 
 
①  パターンランゲージを活用した話し合

いに関する知識の創造を支援する実践 
 
 学習者が課題解決方略を身につける際に
は、ただ伝達されてそれを身につけるのでは
なく、知識の創造過程を経る必要がある。香
川秀太[2011]はこのことを次のように述べ
ていた。 

 
省察を通して、実践知は（ありのままで

はなく 特殊な形で）自覚化（構成）され、
その自覚されるポイントも内容も熟達過
程で変化していく。省察が、脳内に「既に
あるもの」として存在する知識の単なる
「表現」ではなく、むしろ知識の能動的な
構成だということは、省察とは、新たな独
自の知の「創造」を意味」する。（p. 65） 

 
このことから、課題解決方略を身につける

ためには、言語活動において起こる〈出来事〉
についての省察が必要であると考えられる。 
 省察を支援する方法については、奈田哲
也・丸野俊一［2009］や古閑晶子［2013］に
おいて、他者との対話が有効だとされている。
そこで、本研究ではパターンランゲージを対
話の媒介として位置づけ、これを媒介として
話し合いについての対話を行うことが、話し
合いに関する課題解決方略についての省察
に資することを検討した。 
 
［実践の方法］ 
対象：A 大学 2～4 年生 40 名 
 
1 話し合いパターンを読ませ、その[問題]お
よび[解決]について、経験の有無などを記述
させる「プレ調査」を実施する。 
2 3 人～4人のグループに分け、「これまでの
話し合いにおいて苦労してきたこと・工夫し
てきたこと」について話し合いを行わせる。
メンバーを入れ替え、話し合いは 20 分を 2
回実施する。 
3 2 の終了後、自己省察を行わせる。 
 
 実践の結果については、話し合いのデータ
とともに学習者へのインタビューを行うこ
とでその有効性の検証を行った。 
インタビューデータを SCAT 法で分析した

結果、対象の学習者は、１度目の話し合いで
は「共感をベースとした話し合い」を経験し、
２度目の話し合いでは「反論と検討をベース
とした話し合い」を経験しており、特に後者
において方略についての認識の変化を自覚
していることが明らかになった。 
 このことをもとに話し合いのデータにつ
いて検討した結果、いくつかのグループで、
意見の対立が見られ、そのことによって方略
への認識が深まり、省察が起こっていること
を観察することができた。 
 このことから、パターンランゲージを活用
した話し合いに関する知識の創造支援は有
効であると考えられた。また、特に意見の対
立を起こしやすくすることによって、その有
効性を高めることができると考えられた。 
 本実践以降、同様の実践を行う際には、プ
レ調査の結果をもとに意見の対立が起こり
やすいグループ編成を行うことで、省察を支
援するようにした。 
 



② パターンランゲージを活用した漢字学習
に関する知識の創造を支援する実践 

 
 ①においては、言語行為についての課題解
決方略を対象とした。②では、言語行為の中
でもとりわけ学習行為に着目し、そこで用い
られる課題解決方略＝学習方略の省察にパ
ターンランゲージが機能するかどうかを検
証した。 
 国語教育の中でも漢字学習は学習方略の
習得が重要であるとされる。棚橋尚子[2015]
は、「国語教育における漢字指導は、究極的
には「自立して漢字を習得していくことがで
きる学習方略を身につけさせること」が核心
となる」(p.24)と述べるが、その習得の支援
は十分に行われているわけではない。 
 そこで、漢字学習のためのパターンランゲ
ージを記述し、漢字学習についての学習方略
（およびその背景にある漢字学習観）につい
て意識化することをねらいとした教育実践
を行った。 
 主な方法は、①で述べた話し合いパターン
を用いた対話のワークと同様である。 
 このワークでは、話し合いパターンを用い
た対話のワークで得た知見に従い、意見の対
立が起こりやすいグループ構成を行った。そ
の際、意見の対立の中心となるパターンとし
て、【アートとしての漢字】【あえてひらがな
で】【私のための筆順】というパターンを軸
においた。これらは、そのタイトルが示すと
おり、通常の漢字学習観とはやや異なる性質
を持つパターンである。「漢字は正確な形で
書かなければならない」「漢字で書ける言葉
はできるだけ漢字で書いたほうがよい」「筆
順には正解がある」という信念を揺さぶるも
のであり、プレ調査においても批判的に捉え
る学習者が多かったことから、省察に資する
ものと仮説を立て、実践した。 
 分析は話し合いのデータを対象にして行
った。【私のための筆順】を対象として対話
においては、予想通り、正しいとされている
筆順から逸脱することの懸念が示されたが、
一方で、左手書字の問題や筆順が「人の目を
気にする」ものになっていることへの気付き
が見られ、筆順をめぐる漢字学習観への省察
が見られた。 
 このことから、パターンランゲージによる
記述は、学習方略を学習観と接続しながら省
察させる点においても有効であると考えら
れた。 
 
③ その他の実践 
 本研究では、作成したパターンランゲージ
を用いて、①②以外にも様々な実践を実施し
た。 
 話し合いパターンは、2014 年度の教員免許
状更新講習において活用し、小学校・中学校
の教員の話し合いについての省察を支援す
る教材として活用した。同講習においては、
教員らにワークショップとして、「グループ

ワークのためのパターンランゲージ」の作
成・発表の活動を実施し、知識の記述実践も
行った。 
 アカデミックライティングパターンは、
2014 年度・2015 年度の教養科目「アカデミ
ックライティング」において、受講生に教材
として配布した。これは各回の教育内容につ
いて明示する役割を果たすとともに、各回の
教育内容を後半のレポート作成場面におい
て活用するためのツールとして機能した。 
 国語科授業デザインパターンは、教育実習
のプレ授業において配布し、教育実習の授業
デザインを支援するツールとした。また、実
習前と実習後に同パターンを用いた調査を
行い、その結果に基づいた対話のワークを、
教育実習後に実施した。このワークでは、学
習者が【ねがいの羅針盤】や【ふりかえりエ
ンジン】などのタイトルの任意のパターンを
もとに教育実習の経験について省察し、教育
実践についての知見を言語化した。省察のツ
ールとともに、教育実習など長期的な活動の
成果について、質的な面から評価するツール
としての有効性を確認することができた。 
 また、国語科授業デザインパターンは、
2015 年度の教員免許状更新講習においても
活用した。同講習では、小学校・中学校・高
等学校の教員の授業経験と授業観について
の交流・省察を支援するツールとして用いた。 
 
 本研究の成果は、以上のように、国語教育
における課題解決方略について、その記述方
法を定式化すること、言語行為・学習行為・
授業デザインなど、幅広い対象を記述し、そ
れを用いた省察の実践を開発できた点にあ
る。 
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